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は じめ に ： マ イ ク ロ 波 照射 によ っ て ， あ らゆる 有機化学反応 に つ い て反 応時閤の 大幅な

短縮や 収率の 向 上 が達成 され て い る 。 生 体触媒で あ る酵素反応 にお い て もマ イ ク ロ 波照

射 の 効果 を検証 す るた めに遺伝子 増幅反応 に 着 目 した。2004年 に Fermer らが PQIymerase

Chain　 Reaction （PCR）に 対 して マ イ ク ロ 波照射を検討 した が ， 十 分なマ イ ク ロ 波効果 は

得 られ なか っ た。 PCRの 複 雑な温 度制 御 をマ イ ク ロ 波 照射 で 実現 で きなか っ た こ とが原 因

で ある と考え られ る 。 そ こ で ， こ の 研究で は，温度が一 定で 遺伝子増幅が 可能なRQIIing

Circle　Amplification （RCA）に マ イ ク ロ 波 照射を検討す る こ とと した。

実験 ； マ イ ク ロ 波反 応 装置 は シ ン グル モ
ー ドの グ リ

ー
ン モ チ

ー
フ （IDX） を用 い た、　 RCA

の 反応 容器 と して は ，0．2ml の P．　P，チ ュ
ー ブ を用 い ，75塩 基の 鋳型 DNA と 2 種 の プライ マ

ー
，耐熱性 酵素 Bst　 DNA　pQlymerase を液量 が 25　 p1になる よ うに加 えて反 応 させ た 。

マ イ

ク ロ 波 出力 は ，
10W 付近 で 温度が

一
定 に な る よ うに制御 した 。

　 RCA反 応 に よ っ て得 られ る

遺伝 子 は， さま ざま な鎖長 をもつ 遺伝子 の 混 合物 と して 電気泳動 上 で は ス メ ア バ ン ドと

して観 察 され る が ，遺 伝子 強度 を比 較 し検 証 し た。

結果 ： マ イ ク ロ 波 を照射 しない 系 で は反 応 30分で ラ ダーバ ン ドが確認 され 始 めた が ，
マ

イ ク ロ 波照射 下 で は 同 じ強度 の バ ン ドが 10分 で 現れた
。 す なわ ち ，お よそ 3 倍の 反応速

度で繰 り返 し遺伝子 が増幅された 。 他 の D酷 p。 lymeraseを用い た場合 も ，
　 RCA反応 に対 し

て は少 なか らず マ イ ク ロ 波照射 の 効果が現 れ た 。
マ イ ク ロ 波照射 の 効果 は ，い わゆ る加

熱 効果 と思 われ る が
， 温度 計で観 察 され る温度に 見合 っ た 以上 の 反応促進効果 を もた ら

した 。 こ の 詳細 なメ カ ニ ズ ム は 明 らか で は ない が
， 電磁波 の 中で もそれ ほ ど強 くな い エ

ネル ギー
で あ る マ イ ク ロ 波が ，化学進化 の 過 程 の 中で遺伝子 増幅 な どの 酵 素反応 の 加速

に役立 っ た可 能性 が 考 え られ る 。
また ，今回 の RCAの 増幅法 は ウイ ル ス の 複製様 式に近 い

こ とか ら， ウイ ル ス の 遺伝子 増幅過程 に も影 響 を与 え て い る可能性 も考え られ る 。
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